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2023年9月24日
ねん がつ にち

年間第25主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マタイの福音に記されたぶどう園で働く労働者と主人の話は、なんとなく心が落ち着
ふくいん しる えん はたら ろうどうしゃ しゅじん はなし こころ お つ

かない話であります。確かに記されている話では、主人は最初の労働者に一日につき一
はなし たし しる はなし しゅじん さいしょ ろうどうしゃ いちにち いち

デナリオンの支払いを約束して雇用したのですから、何も約束違反はしていません。し
し はら やくそく こ よう なに やくそく い はん

かし実際には、明らかに自分より短い時間しか働いていない労働者が、自分より先に一
じっさい あき じ ぶん みじか じ かん はたら ろうどうしゃ じ ぶん さき いち

デナリオンもらっているのだから、もっと働いた自分にはより多くの報いがあるはずだ
はたら じ ぶん おお むく

と考えるのは、支払いが労働の対価であるという考え方からは、当然です。実際問題、
かんが し はら ろうどう たい か かんが かた とうぜん じっさいもんだい

雇用の現場で、同じ職種にもかかわらず、丸一日働く人と1時間しか働かない人を、全
こ よう げん ば おな しょくしゅ まるいちにちはたら ひと じ かん はたら ひと まった

く同じ給与にしたとしら、あっという間に労働争議が発生しそうです。
おな きゅう よ ま ろうどうそう ぎ はっせい

しかしイエスの本意は、労働の対価としての支払いのことにないことは、その終わりの方
ほん い ろうどう たい か し はら お ほう

の言葉によって少し理解できるような気がします。
こと ば すこ り かい き

「わたしはこの最後の者にも、あなたと同じように支払ってやりたいのだ」
さい ご もの おな し はら

すなわち、イエスはここで、ご自分のいつくしみについて語っておられます。ご自分が愛
じ ぶん かた じ ぶん あい

を持って創造し、賜物として与えられたいのちを、神がどれほど大切にしておられるか。
も そうぞう たまもの あた かみ たいせつ

そのいのちに対する愛は、分け隔てなく、価値における優劣の差もなく、すべからく大切
たい あい わ へだ か ち ゆうれつ さ たいせつ

であり、愛を注ぐ対象であり、いつくしみのうちに包み込む対象であることを、この言葉
あい そそ たいしょう つつ こ たいしょう こと ば

は明確にしています。
めいかく

この世界は、往々にして、数字で見える成果によって人間を評価し格付けします。それ
せ かい おうおう すう じ み せい か にんげん ひょう か かく づ

が極端になると、人間のいのちの価値を、能力の優劣によって決定し、この世界に役
きょくたん にんげん か ち のうりょく ゆうれつ けってい せ かい やく

に立たないいのちには存在する意味がないという暴力的な排除の論理にまで到達してし
た そんざい い み ぼうりょくてき はいじょ ろん り とうたつ

まいます。数年前に発生した、障害者の方々の施設を元職員が襲撃し、19名の入所者
すうねんまえ はっせい しょうがいしゃ かたがた し せつ もとしょくいん しゅうげき めい にゅうしょしゃ

を殺害するという事件を思い起こします。犯人の、「重度の障害者は生きていても仕方
さつがい じ けん おも お はんにん じゅう ど しょうがいしゃ い し かた

がない。そのために金を投じるのは無駄だ」などという主張が、極端に走ったいのち
かね とう む だ しゅちょう きょくたん はし
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への価値判断を象 徴しています。神にとっては、どのような違いがあったとしても、
か ち はんだん しょうちょう かみ ちが

ご自分が創造されたいのちは、すべからく等しく大切な存在であることを、今日の福音
じ ぶん そうぞう ひと たいせつ そんざい き ょ う ふくいん

は明確にしています。
めいかく

本日は、世界難⺠移住移動者の日であります。教皇様は「移住かとどまるかを選択す
ほんじつ せ かいなんみん い じゅう い どうしゃ ひ きょうこうさま い じゅう せんたく

る自由」をテーマとして掲げられました。メッセージの中で教皇様は、ヨハネ・パウロ
じ ゆう かか なか きょうこうさま

二世のこの言葉を引用しています。
に せい こと ば いんよう

「移⺠と難⺠のために平和的状 況を築くには、まず、移⺠しない権利、すなわち⺟国
い みん なんみん へい わ てきじょうきょう きず い みん けん り ぼ こく

に平和と威厳をもって住む権利の保護に真剣に取り組まなくてはなりません」
へい わ い げん す けん り ほ ご しんけん と く

その上で教皇様は、「移⺠難⺠は、貧困、恐怖、絶望から逃れるのです。こうした原因
うえ きょうこうさま い みんなんみん ひんこん きょう ふ ぜつぼう のが げんいん

を根絶し、やむにやまれぬ移住に終止符を打つには、わたしたち全員が、おのおのの責任
こんぜつ い じゅう しゅう し ふ う ぜんいん せきにん

に応じて、それぞれが協 力して行う取り組みが求められます」と呼びかけておられま
おう きょうりょく おこな と く もと よ

す。

すべてのいのちは、優劣の差なく、すべてが神の目にとって大切な存在です。その愛と
ゆうれつ さ かみ め たいせつ そんざい あい

いつくしみは、すべてのいのちに向けられています。神の愛といつくしみのまなざしを、
む かみ あい

わたしたちの利己心が、差別意識が、排除の心が、遮ることのないようにいたしまし
り こ しん さ べつ い しき はいじょ こころ さえぎ

ょう。


